
※大雨の影響で延期となりましたセミナーは、9 月 1 日に開催と決まりました。  

お申し込みください。 

一般社団法人 日本老年歯科医学会京都府支部主催 

2018 年度 公開研修セミナー 

―健康長寿に貢献する歯科の目指すものー 

                      

 これからの超高齢時代に「健康で幸福に過ごす」を、近年解き明かされてきたエビデンスを考

えながら、歯科医療の関わりの重要性、必要性、方法等をわかりやすく二人の講師にお話頂きま

す。一人は老年歯科学会の理事長で今回保険改正の中で口腔機能低下の検査の保険導入に尽力さ

れた櫻井薫先生（東歯大老年歯科補綴教授）もう一人は臨床家で健康長寿に尽力されている栂安

秀樹先生です。（抄録参照ください）  

 

講 演Ⅰ： 健康寿命と歯科医療―口腔機能低下症への対応― 

櫻井 薫先生 東京歯科大学老年歯科補綴学講座 教授  

 

講 演Ⅱ： 「ライフステージを考慮し、チームで支える」 

栂安秀樹先生  つがやす歯科医院 東京歯科大学非常勤講師 

 平成 30年 9月 1日（土）14時 から 17時 

   京都府歯科医師会会館 （JR 二条駅前） 
    京都市中京区西ノ京東栂尾町 1 番地 

参 加 費： 無料、 老年歯科医学会の非会員の方やスタッフ、他職種の方の聴講も歓迎 

共  催： 京都学究会 

後  援： 京都府歯科医師会  

研修単位： 受講終了証発行します 

事務局：日本老年歯科医学会京都支部  

林 甫(支部長）TEL 075-691-0525 

京都市南区西九条川原城町 3 

ホームページ  http://www.eonet.ne.jp/~hsi/rosikyo 

参加申込：Email  rosikyo2018@gmail.com 

或いはFax075-691-0588 にて申し込みください   

----------------------------------------------------- 

参加します         氏名       職種           名 

 

 

 



 

 

講演抄録 日本老年歯科医学会京都支部セミナー  ２０１８年 9月 1日 

 

健康長寿に貢献する歯科の目指すもの 

 

健康寿命と歯科医療 

―口腔機能低下症への対応― 

東京歯科大学老年歯科補綴学講座 

櫻井 薫 

 

我が国の平均寿命は延伸しているが、健康寿命の延びの方が少ない。健康寿命の延伸は、すな

わち介護状態の予防ということになる。そのような状況下で、国はフレイル予防に力を入れてい

る。その様な状況下でオーラルフレイルという言葉が誕生した。口腔機能がやや低下してきたと

いうあたりが、オーラルフレイルということになり、これは疾病ではなく状態を表す。一方でこ

れが疾病レベルになると、日本老年歯科医学会が提唱し、4 月の改定で新たな病名として認めら

れた「口腔機能低下症：口腔衛生状態不良，口腔乾燥，咬合力低下，舌口唇運動機能低下，低舌

圧，咀嚼機能低下，嚥下機能低下のうち，3 項目以上該当する場合」ということなる。口腔機能

低下症は，う蝕や歯の喪失など従来の器質的な障害とは異なり，いくつかの口腔機能の低下によ

る複合要因によって現れる病態である。口腔機能低下を適切に診断し，管理と動機付けを行うこ

とで，口腔機能低下の重症化を予防し，口腔機能を維持，回復することが可能となる。そしてそ

れは健康寿命の延伸に繋がる。そのためには，中年期からの口腔機能低下症の診断と管理を適切

に実施する必要がある 。 

 

 

「ライフステージを考慮し、チームで支える」 

                               つがやす歯科医院 歯科医 

                               東京歯科大学非常勤講師 

栂安 秀樹  

 

平成 30年度の診療報酬改定は 2025年問題を意識して、医療・介護の同時改定としては、大きな

ものとなった。可逆的に健康を回復できるステージでのアプローチとして、加齢に伴う口腔機能

低下やオーラルフレイルに対する歯科医療者の介入が、住民の口腔健康管理向上や重症化予防に

繋がるという評価が大きく取り入れられた。さらにこれらは、医療・介護を担う他職種との連携

があって成し遂げられるものである事も多い。 

今までのように、１歯科医院のなかで、完結するものという発想ではなく、地域とか他の専門職

の力とかを意識することが必要と思われる。そのうえで歯科という専門性が「継続した健康的な

生活」に大きく貢献する事を実践で示していかなければいけない。 

「治療モデル」と「生活モデル」、そして食支援と栄養など歯科医療者の職域は確実に拡大してい

る。認知症・がんはじめ口腔機能低下に対するその具体的な取り組みを示すことで、地域にあっ

た包括ケアのチームづくりを再考してみたい。 

 


